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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第73期
第１四半期
連結累計期間

第74期
第１四半期
連結累計期間

第73期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (千円) 2,144,910 2,160,153 8,725,434

経常利益 (千円) 39,581 14,786 133,327

四半期(当期)純利益 (千円) 13,512 5,205 74,554

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 110,638 190,120 260,770

純資産額 (千円) 2,622,576 2,767,911 2,772,686

総資産額 (千円) 6,527,987 6,516,402 6,549,319

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 4.23 1.63 23.36

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 40.0 42.3 42.1

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したもので

あります。

　
　業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新政権の景気回復政策への期待から、円高の是正や

株式市場の復調など、緩やかな景気回復への動きが見られました。しかし、欧州債務危機を背景とした新

興国経済の減速による影響が懸念され、先行きが不透明な状況が続いております。

物流業界におきましては、荷主間にばらつきがあるものの、国内消費の需要減による国内貨物輸送量減

少に加え、輸出貨物取扱量の回復も進まず、依然として厳しい状況が続いております。

こうした環境のなか、当社グループにおきましては、引き続き営業力強化による売上拡大と業務効率化

に努めてまいりました。その結果、貨物自動車運送事業の化学品輸送における輸送量の減少もありました

が、石油・ドラム缶等販売事業が順調に推移し、売上高は2,160百万円と前年同四半期と比べ15百万円

(0.7％)の増収となりました。

次に損益面につきましては、貨物自動車運送事業及び倉庫事業による減益もありましたが、石油・ドラ

ム缶等販売事業及びタンク洗滌・修理事業における増収等により、営業利益は４百万円と前年同四半期

と比べ２百万円(71.7％）の増益となりました。なお、前連結会計年度に、震災で被災した機械装置等の買

換えによる補助金収入等が発生したこともあり、経常利益は15百万円と前年同四半期と比べ25百万円(△

62.6％)の減益となり、四半期純利益は５百万円と前年同四半期と比べ８百万円(△61.5％)の減益となり

ました。

なお、セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

①　石油・ドラム缶等販売事業

石油販売においては、販売数量及び販売平均単価の増加等により増収となり、また、ドラム缶等販売

においては、再生缶の販売数量増加により増収増益となりました。結果として、売上高は913百万円と前

年同四半期と比べ50百万円(5.8％)の増収となり、セグメント利益(営業利益)は15百万円と前年同四半

期と比べ３百万円(26.5％)の増益となりました。
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②　貨物自動車運送事業

石油輸送は輸送数量増加により増収となりました。また、化学品輸送は主要取引先の輸送数量減少に

より減収となりました。結果として、売上高は807百万円と前年同四半期と比べ22百万円(△2.6％)の減

収となり、セグメント利益(営業利益)は42百万円と前年同四半期と比べ11百万円(△20.3％)の減益と

なりました。

③　港湾運送及び通関事業

国内需要低迷による輸入取扱量の減少はあったものの、徹底したコスト削減に努め、結果として、売

上高は130百万円と前年同四半期と比べ17百万円(△11.3％)の減収となり、セグメント利益(営業利益)

は11百万円と前年同四半期と比べ９百万円(559.2％)の増益となりました。

④　倉庫事業

主要取引先の在庫量が増加したことによる増収もありましたが、設備投資による原価の増加等によ

り、結果として、売上高は128百万円と前年同四半期と比べ３百万円(2.1％)の増収となり、セグメント

利益(営業利益)は12百万円と前年同四半期と比べ11百万円(△47.6％)の減益となりました。

⑤　タンク洗滌・修理事業

受注した工事も順調に完成し、さらに人件費を中心とした経費削減効果により、結果として、売上高

は183百万円と前年同四半期と比べ１百万円(0.4％)の増収となり、セグメント利益(営業利益)は２百

万円と前年同四半期と比べ10百万円の増益となりました。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,200,000 3,200,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株でありま
す。

計 3,200,000 3,200,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年６月30日 ― 3,200,000 ― 160,000 ― 1,072

　

(6) 【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
―

権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式普通株式　　　3,700

(相互保有株式)
─ 同上

普通株式　　 10,000

完全議決権株式(その他)
(注)１

普通株式　3,183,400 31,834 同上

単元未満株式　(注)２ 普通株式　　　2,900 ― 同上

発行済株式総数 3,200,000 ― ―

総株主の議決権 ― 31,834 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が300株(議決権３個)含まれて

おります。

２　「単元未満株式」欄には、当社保有の自己株式35株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
京極運輸商事株式会社

中央区日本橋浜町１－２
－１

3,700 ― 3,700 0.12

(相互保有株式)
株式会社弥生京極社

横浜市鶴見区小野町45 10,000 ― 10,000 0.31

計 ― 13,700 ― 13,700 0.43

　

２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日

から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

EDINET提出書類

京極運輸商事株式会社(E04197)

四半期報告書

 8/18



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,039,922 1,153,270

受取手形及び売掛金 ※1
 1,468,801

※1
 1,371,471

リース投資資産 17,689 17,430

商品 16,630 15,620

原材料及び貯蔵品 13,385 15,300

半成工事 78,919 81,754

繰延税金資産 46,382 46,387

その他 117,574 114,467

貸倒引当金 △4,922 △4,483

流動資産合計 2,794,380 2,811,216

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,969,509 2,974,309

減価償却累計額 △2,271,496 △2,285,395

建物及び構築物（純額） 698,013 688,914

機械及び装置 384,108 386,608

減価償却累計額 △252,945 △257,683

機械及び装置（純額） 131,163 128,925

車両運搬具 2,303,162 2,298,982

減価償却累計額 △2,014,607 △2,016,727

車両運搬具（純額） 288,555 282,255

土地 1,254,441 1,254,441

リース資産 457,801 457,801

減価償却累計額 △209,516 △229,383

リース資産（純額） 248,285 228,418

その他 189,650 161,063

減価償却累計額 △160,864 △133,926

その他（純額） 28,786 27,137

有形固定資産合計 2,649,243 2,610,090

無形固定資産 8,717 8,559

投資その他の資産

投資有価証券 885,515 877,172

リース投資資産 40,685 36,522

その他 179,598 181,699

貸倒引当金 △8,819 △8,856

投資その他の資産合計 1,096,979 1,086,537

固定資産合計 3,754,939 3,705,186

資産合計 6,549,319 6,516,402
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※1
 899,872

※1
 860,725

短期借入金 775,800 837,300

リース債務 99,506 96,358

未払費用 179,632 284,435

未払法人税等 33,043 9,037

賞与引当金 94,158 46,484

その他 278,638 231,629

流動負債合計 2,360,649 2,365,968

固定負債

長期借入金 384,000 377,550

リース債務 226,121 203,818

退職給付引当金 654,288 655,338

役員退職慰労引当金 52,278 47,008

資産除去債務 65,514 65,634

その他 33,783 33,175

固定負債合計 1,415,984 1,382,523

負債合計 3,776,633 3,748,491

純資産の部

株主資本

資本金 160,000 160,000

資本剰余金 4,995 4,995

利益剰余金 2,412,657 2,408,273

自己株式 △2,720 △2,720

株主資本合計 2,574,932 2,570,548

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 185,206 184,883

その他の包括利益累計額合計 185,206 184,883

少数株主持分 12,548 12,480

純資産合計 2,772,686 2,767,911

負債純資産合計 6,549,319 6,516,402
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(2)【四半期連結損益及び包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 2,144,910 2,160,153

売上原価 2,019,564 2,042,245

売上総利益 125,346 117,908

販売費及び一般管理費

販売費 5,572 5,823

一般管理費 117,263 107,773

販売費及び一般管理費合計 122,835 113,596

営業利益 2,511 4,312

営業外収益

受取利息 9 10

受取配当金 11,715 12,352

営業車両売却益 2,225 2,618

補助金収入 25,540 1,691

軽油引取税交付金 1,635 1,501

その他 2,199 2,770

営業外収益合計 43,323 20,942

営業外費用

支払利息 5,693 4,983

持分法による投資損失 505 5,389

その他 55 96

営業外費用合計 6,253 10,468

経常利益 39,581 14,786

特別利益

固定資産売却益 － 241

特別利益合計 － 241

特別損失

固定資産売却損 － 293

固定資産除却損 100 －

特別損失合計 100 293

税金等調整前四半期純利益 39,481 14,734

法人税等 25,986 9,497

少数株主損益調整前四半期純利益 13,495 5,237

少数株主利益又は少数株主損失（△） △17 32

四半期純利益 13,512 5,205

少数株主利益又は少数株主損失（△） △17 32

少数株主損益調整前四半期純利益 13,495 5,237

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 98,666 182,052

持分法適用会社に対する持分相当額 △1,523 2,831

その他の包括利益合計 97,143 184,883

四半期包括利益 110,638 190,120

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 110,743 190,088

少数株主に係る四半期包括利益 △105 32
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

税金費用の計算 　当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法を採用しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠

く結果になる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。

　
(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。

なお、当第1四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
　

　
前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

受取手形 32,150千円 27,456千円

支払手形 12,749千円 14,244千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

減価償却費 55,080千円 64,358千円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 9,589 3 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 9,589 3 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　 報告セグメント

合計
　

石油・ドラ
ム缶等販売
事業

貨物自動車
運送事業

港湾運送及
び通関事業

倉庫事業
タンク洗滌
・修理
事業

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 862,638828,411146,139125,067182,6552,144,910

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

85,999 1,434 ― 81 317 87,831

計 948,637829,845146,139125,148182,9722,232,741

セグメント利益又は損失(△) 11,660 52,180 1,612 23,079△8,326 80,205

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額

及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 80,205

セグメント間取引消去 △14

全社費用(注) △77,680

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 2,511

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

京極運輸商事株式会社(E04197)

四半期報告書

14/18



　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 (単位：千円)

　 報告セグメント

合計
　

石油・ドラ
ム缶等販売
事業

貨物自動車
運送事業

港湾運送及
び通関事業

倉庫事業
タンク洗滌
・修理
事業

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 912,649806,773129,635127,674183,4222,160,153

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

85,400 1,612 ― 75 263 87,350

計 998,049808,385129,635127,749183,6852,247,503

セグメント利益 14,750 41,593 10,627 12,092 1,639 80,701

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益及び包括利益計算書計上額との差額

及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 80,701

セグメント間取引消去 29

全社費用(注) △76,418

四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益 4,312

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、次のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 ４円23銭 １円63銭

　(算定上の基礎) 　 　

　四半期純利益金額(千円) 13,512 5,205

  普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

　普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 13,512 5,205

　普通株式の期中平均株式数(株) 3,191,719 3,191,665

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。　
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年８月７日

京極運輸商事株式会社

取締役会  御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    茂　　木　　浩　　之    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    中　　原　　　　　健    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている京極
運輸商事株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25
年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益
計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、京極運輸商事株式会社及び連結子会社の平成
25年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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